｢さよならＣＰ｣上映運動
｢かいほうとしえんの通信｣No.5　　　　障害者の闘いを支援する会(大阪市住吉区………Ｔ方)
6・13　合同総会報告(障害者解放の会、障害者の闘いを支援する会)
｢私の30年｣　八木下浩一(学習権闘争)　　現在までに、両会を合わせて、神戸、大東、池田、枚方、天王寺、東淀川の地区に400部配布し、……の回収を計っている。この回収がおわりしだい、1000部を作り、販売する。なお販売に当っては内容を良く読むことを前提とする。

さよならＣＰ上映運動　　現在までに上映を希望する地区が7カ所あり、私達は上映委員会を両会で組織し、車、16㎜、人間(女の人を雇う)を用意し、府下100カ所の上映を目指す。
7．1学習会　　障害者解放の会からレジュメ、報告者を出す。誰でも参加できるよう開かれたものにする。テーマは障害者の立場と運動の現状。

パンフレット　障害者解放の会の活動の記録

　　　すでに原稿はできているので、整理次第でタイプに回し、500部作り、1部100円で売る。

オルグならびに組織　　障害者解放の会では個別オルグは進んでいないけれど集団オルグに力を入れている。支援する会は、さよならＣＰ上映運動と共に地区的な組織作りを行う。

障害者の学習権闘争の集会　　7月下旬位に、大阪市内で1000名規模の集会を行う。集会には八木下さんの報告・各地の闘争、さよならＣＰ上映を行う
豊中障害者福祉会との話し合い　　福祉会のあり方と障害者運動について話し合いを行い、6月下旬場所、日時については解放の会が交渉する。

学習権学習　私の30年を、買ってくれた人を中心に学習会を行う。具体的な内容は7．1の学習会で決める。

大東施設の見学　府中療育所闘争については次回総会で

以上の他には、東京、大学であったシンポジウム、………闘争と障害者問題についての報告がありました。特に障害者にたいする就学免除、あるいは養護学校の49年義務化等、体制側の先駆と切り捨て政策の組み合わせ等についての意見交換がありました。
解放の会and支援する会の行動日誌　すべてのみなさんが参加されますよう要請します。
　1972年6 月20日　大阪駅前　ビラマキ　ステハリ

　　　　  6月21日　京橋駅前ビラマキ　ステハリ

　　　　　6月23日　国鉄芦原橋駅、解放会館、チッソ告発集会、枚方合宿
　　　　　6月24日　チッソ公判闘争(枚方市役所前)、水俣の患者さん交流会、梅田、太ゆう寺

　　　　　6月25日　チッソ公判　枚方簡易裁判所、さよならＣＰ上映会　大阪学芸大学天王寺、労働者集会(市労)

　　　　　6月26日　東京障害者解放闘争話しあい　Ｍ宅で

　　　　　7月1日　合同学習会　新大阪駅前地産ビル５Ｆ

　　　　　7月10日　解放の会、支援する会合同総会(新大阪地産ビル)
｢さよならＣＰ｣上映ニュース　　発行：1972年9月16日

京阪神上映着々と進む！

　－横塚晃一氏来阪－
映画｢さようならＣＰ｣は、8．19北大阪、8．20東神戸。9．9西神戸、9．10南大阪において上映され、関西規模での上映運動の皮切りとして計画されたこの上映は、成功のうちに終り、今後各地域、各職場での様々な規模における上映が計画、予定されている。今後も、障害者解放の輪を広げるための一環と成り得るために、更に、多くの地域で、活動していきたいと考えている。
現在、神奈川｢青い芝｣の横塚晃一氏が来阪されており、上映と平行して、横塚晃一氏と交流する中で、鋭く提起された問題を、謙虚に受け止め、考えていきたいと考えている。

現在までの上映状況
関西上映実行委員会　　8月19日　東淀川勤労者センターに於いて

　　　　〃　　　　　　　8月20日　神戸学生センター

　　　　〃　　　　　　　9月9日　 神戸勤労会館
　　　　〃　　　　　　　9月10日　阿倍野ＹＭＣＡ　

　びわこ学園有志　　　　9月5日　 滋賀県第二びわこ学園
　大阪学芸大学障害者解放研究会　　9月13日　大阪池田大阪教育大学

　筋ジストロフィーの人々を守る会　9月15日　大阪青少年センター

今後の予定
　神戸大9月20日、桃谷小学校9月19日、大東市民会館9月26日、西宮勤労会館9月29日

　その他、上映申し込みのため、交渉中(京都、枚方、阪大　etc.)

9．17　討論集会(東淀川勤労者センターに於いて)
　現在来阪中の横塚氏をチューターとして、障害者解放問題を多方面から問題を提起し、討論を進めたい。

9月末実行委員会解散までに更に多くの地区上映を呼びかけます！
　上記の通り、9月末日をもって｢さよならＣＰ｣関西上映実行委員会は解散いたします。その後、連絡会議(仮称)を設置し、映画については、上映事務局を置いて上映を続けたいと考えています。なお、解散の際、7月20日以来の活動を総括反省のため、合宿を予定しています。

医療を考える会内部通信第0号　‘72．8．21

　我々「医療を考える会」の内部には、いろいろ異なった意見をもった人がいます。この異なった意見をなれあわず、押しつけず、正しく処理し、団結できる様に、「内部通信」発行を提案します。「なぜ自分が釜が崎へ来たのか、なぜ釜が崎医療を考える会の運動にかかわるのか」を出し合い、腹の底から＜苦しみ、悔しさ＞を共有する場として、他に集会等のニュース・本の紹介学習レポート等に幅広く使ったらいいと思います。医療ニュースや患者通信とは対象が違うものであり、『いのち』を補うものとして適宜出したいと思います。(昨日出すのが遅れ、原稿だけ回覧しました)
さよならＣＰ大阪上映集会から

＜メモ＞　8月19日、東淀川勤労センター、さよならＣＰ関西上映実行委
　昨日(19日)｢さよならＣＰ｣上映集会に行ってきました。ＣＰとは脳性マヒのことです。

まず、この会でこの記録映画を見て考えたことは、ＣＰの人が街頭カンパに立つ、そこでなぜカンパをしたのかと聞いたら“かわいそうだから、気の毒だから、自分の今の生活が安定しているから”ということだった。“かわいそう”何がかわいそうなんだ。“気の毒”なにが気の毒なのだ。真の障害者とは一体どういうことなのかと考える。健全者と障害者の間に何があるのか。身体的障害者、ＣＰの人がカンパに立っても足ばやに逃げる様に通りすぎる人間、エゴイストたちがいっぱい。かわいそう、気の毒と思うこと自体もすでに階級がつき、そこに差別が存在しているのではないかと思う。
きたない面、みにくい物、イヤなことには誰しも触れたがらない。私もかつて障害者問題に取り組んでいた。しかし、そこで気がついたことは、どこで障害者の立場にたちえるのか。どこまで知り、何が理解され、何を共有しているのか、結局自己満足でしかなかったのではないかということである。何の理解もなかった。ただ“かわいそうな人達に”ということである。何の理解もなかった。ただ“かわいそうな人達に”ということで全て押し切ってきた。“金、金、金”“カンパ、カンパ”“善意、善意”と善意の押し売りをする自分、知ったかかぶりをする自分が嫌になった。それ以後、この問題からいつも逃げ回っていた。嫌な面に触れられるのを、思い出すのを、嫌がって。

しかし、八木下さんの｢“障害者運動”をおもしろ半分でやってほしくない、自分本位のことばかり考えていながら残りの一部で障害者を見世物的に、障害者運動をやってほしくない｣という言葉の中に、5年間持ち続けたモヤモヤと自己嫌悪を解決する糸口を見つけられそうな気がした。釜が崎の中で私の立場にもまだまだヒューマニスト的な面が多い。しかし、障害者問題との中に何かしら共通点を見いだし、その中に何かしら共通点を見いだし、その中から新しい釜問題がでてくるかも……。もう一度、なぜ自分は釜の中でやるのか、どういう視点の上にたってやっているのかを確認すると共に皆にも新たに再確認してほしいと考えました。未熟な原稿ですが、皆で何かを考えてゆきたい、と思い資料にしました。(Ｋ)(なお当日はＮ君も見に行きました)
★ハガキをもって病院をまわろう！！

－8月20日の｢会｣から－

　例記の通り会計報告があった後｢南京虫駆除｣に関する保健所との接触の報告があった。一定の成果として、噴霧器(3万円近く)を買うよう義務づけ、ドヤ組合も25日その旨申し合わせるとの回答があったとのことだった。他の報告・討論をへて、この報告と入院患者からの投稿とで｢医療ニュース6号｣を近く発行することが決まった。また、｢越冬｣の時、成果のあった｢アンケート用ハガキ｣をバッチリ、各病院－釜が崎の労働者の多いところ－を回って、手渡していこうということが決まった。
さよならＣＰ(上映委員会パンフ2号)
　　討論会の報告と第3次上映委員会参加への呼びかけ

　　｢さよならＣＰ｣上映委員会(第１次、第2次)、名古屋市昭和区、1972年8月8日(火)

ＣＰ=脳性マヒ障害者の“健全者幻想”否定。健全者的幻想の資本主義差別社会への闘い。そうしたところで障害者と健全者の関係に鋭く迫る。

(p.1～)　　＜名古屋・東海地区『さよならＣＰ』上映日誌＞

　　　　　　☆　　　　☆

第1次：6月4日(日)　於：日本福祉大学

　　　　参加：FIWC東海委員会メンバー

　　　　　　｢疾走プロ｣小林、｢青い芝｣横塚、参加者総数60名

第2次：6月11日(日)　於：名古屋大学

　　　　参加：さよならＣＰ上映委員会メンバー（第1次）

　　　　　　｢疾走プロ｣原、小林、｢青い芝｣小山、矢田、参加者総数70名

第3次：7月30日(日)　於：県勤労会館

　　参加：さよならＣＰ上映委員会メンバー(第2次)

　　　　　　｢青い芝｣横塚、参加者総数130名

　　　　　　　☆　　　　　☆

(p.2～)　　さよならＣＰ映画討論会報告
　　　　　　　　　とき：1972年7月30日　ＰＭ1：00～4：00

　　　　　　　　　ところ：愛知県勤労会館会議室

　　　　　　　　　しかい：三浦順一

　　　　　　　　　しょき：加藤久子

　　　　　　　　　さんかしゃ：37名

☆私に視せつけられたもの☆

男Ａ：正直いって最初見たときグロテスクに感じた。何不自由ないからだをもった自分にはショックだった。人間の解放とは何か？自己の解放とは何か？そういう原点に立ってこの討論をしていきたい。全人民が解放されなければいけないが、それを障害者ぬきにして語ることはできない。とにかく施設は隔離する場でしかないだろうから。

女Ｂ：｢さよならＣＰ｣という題はどうしてつけたのか。

横塚：｢さよなら｣は特に意味はない。各人がそれぞれに解釈しうるはず。たとえば、それが｢こんにちは｣であってもかまわないわけです。

男Ｃ：俺は健全者幻想にとりつかれたＣＰ者にさよならする意味で｢さよならＣＰ｣になったのだと解釈している。

女Ｂ：この映画は確かに力強く訴えてくるものなのだけれども、結論が出ていないように思う。

横塚：この映画は答えを出すようなものではない。例えば｢ここにこういう人がいる。ではコロニーへ入れよう｣というような。いわゆる問題の解決として答えを出すのは非常に危険である。何を
(p3～）　いおうとしているのかを週刊誌を読んでわかったというようなわかりかたをしてもらったのでは、こちらも困る。あの映画は、私たちのなかにある健全者幻想との闘いであり、自分との闘いである。それをどう受け止めるかは各人置かれている立場を考えて、自分に問いつめていくもののはずだ。障害者とは、健全者と比較して片方が自由なのかどうかと絶えずみるものとしてある。しかし、自由な人といわれている健全者がはたして自由なのかどうか？どちらが自由かどうかわからないという持ち出し方もある。健全者とＣＰ障害者との違いは肉体にある。その違いによって抑圧を受けてくる。自分のからだを自分のからだとして認めていないことが、自分の抑圧としてかえってくる。障害者が自分のからだを自分のものとして認めることによってこそ障害者解放がなされるのではないだろうか。そして、そのことが自己の解放へともつながるのだ。

男Ｄ：障害者の解放の意味は、人間の食欲、性欲というものを、施設に入っているものが、普通の人と同じように与えられているかどうかということだと思う。コロニーはできて結構だと思うが、親の逃避の結果として入っている人々は満足しているかどうか。食欲は満足しているが、性欲は満足していないときの満足感は動物以下である。

　　　外国では障害者は健全者のなかに混じっているものとしてある。人間としての心があれば、障害者、健全者は一緒になれる。ヨーロッパでは性に関して開放的である。現今のコロニーや施設では全面的に圧迫されておる。働けないものはがまんしなければいけないといわれればそれまでのことだが、もっと施設を動物以上の満足感を与えてくれるような施設にする必要がある。

横塚：満足感は与えてもらうものではなく、闘うことによって獲得していくものだ。施設は与えてくれるようなところではない。施設は｢生かさず殺さず｣人を管理するところだ。それは別に施設にいても、家にいても同じことである。セックスは障害者だけのタブーではなく、健全者にとって
(p.4～)　もタブーだ。しかし、セックスが障害者にとって特別タブーなのは｢自分たちの一番大切なものをお前たちには認めさせないぞ｣という意味があるのかもしれない。障害者にはセックスに対して1つ1つ抑圧がかかっており、私はそれを1つ1つ破ってきた。今ある施設を壊していかなければ、我々の解放はあり得ない。

男Ｅ：施設は収容するところとしてある。そこでは多くの自由が剥奪されている。福祉行政の一貫としてある施設において子供たちは無視され、生かされているのはむしろ職員の方だ。

女Ｃ：県コロニーでは職員も子供も同じ立場、ともに行政的意味あいから無視されている。

男Ｅ：職員は仕事の選択をして施設へ働きにきたのに比べ、子供を管理する役目を担っている。というしくみがあるのに、職員と子供が同じ立場にあるとどうしていえるのか。

女Ｄ：いや彼女がいおうとしているのは職員も子供もともに差別されているという原点に立たないと運動ができないということだと思う。

男Ｅ：私のいいたいことがあなたにはわかっていないようだ。

男Ｂ：障害者と健全者たる職員が同じレベルに立たないと運動できないなら、いつまでたっても運動なんてできない。

男Ａ：そう。我々はブルジョアジーから抑圧をうけているけれども、自分たちはまだ非プロレタリアート、障害者を抑制しているという加害者意識をもっていないところでの運動はおかしいんだ。

女Ｃ：子どもたちを管理している職員というが、たとえば一日中部屋に閉じこもって大小便たれまわしている子を１人でトイレに行くように指導していくのはやっぱり必要なんです。
(p.5～)　☆人間解放への課題☆

男Ａ：現実的なものとして大きな抑圧がある。我々はやはりいくらもがいても健康体であり、内部に差別意識をもっている。

横塚：人間解放とは社会変革である。自己の犯罪性がわかっているというだけではわかりきれないのではないか。差別構造は複数であって、支配者と被支配者と単純に2分化して考えることにしてもそれは同じことだ。
男Ｃ：我々健全者が障害者といっしょにどう闘っていくのかが、今大きな課題となっている。

横塚：障害者との連帯は危険である。なぜならば健全者から連帯をもちこんでくることは、我々障害者が抹殺される可能性があるからだ。討論会などの場合に言葉がわからないことで通訳されたりするが、その言葉はもう自分の言葉ではなくなっており、通訳する人がどう受け止めたかの言葉になってしまう。通訳することが私としての連帯だと思っているが、その中で抹殺されていくという危険がやはりある。

男Ｅ：　脳性マヒの障害をもった人がやってる活動、それが、たとえば精薄という障害をもった人についてはどうなのか。

横塚：ＩＱ度の高い人の場合は同じと考えてもよいと思うが、重度の人を活動にいれてゆくというのならやってやるんだということになり、先程いった通訳の問題と同じことになる。
女Ｂ：施設にいる子どもの可能性をみつけることが職員である先生の仕事であり、子どもが可能性を
　　みつけられたとき、また先生が可能性をみつけたとき子どもと先生は一緒になれる。可能性とは手で食事していたものが、はしで食事できるようになることであり、そのようにして健全者に近
(p.6～)　づいていくことが必要だと思う。
横塚：可能性を見いだすことは健全者に近づくことではない。我々には健全者に見えない独特の世界がある。そういう可能性を伸ばしていくことこそ必要なのであって、それをじゃまする作用として動くのが健全者に近づいていくという考え方である。

男Ｄ：障害者が健全者に近づいていくことが障害者自身の抹殺になるんだという指摘があった。それは多数に圧迫されていくことだと思うわけで、少数であってもいいことがあることを認めていくような訴えをしたいとは思うんだけど。
☆この映画の上映に反対する意見☆

男Ｄ：東海地方のＣＰ者においては生活保護を受けている人が少ない。つまり、親兄弟に負担をかけている。この地方で食うため生きていくためには健全者に混じっていかなければならない。この映画にあるようなことをやっていくには親兄弟の反対があり、刺激をうけ圧迫され、結局できなくなってくるというのが現状です。

横塚：それは親兄弟の意見なんだ。この圧迫をこそはねつけて生きていかなければならないし、それが困難だからこそ運動をしていくのだ。
男Ｆ：この映画にでている｢青い芝の会神奈川県連｣メンバーにしたって、全員がこの時共鳴したわけではない。それはこの映画のことなどで｢青い芝｣の小山さんなどにも聞いたことだ。神奈川にしても名古屋にしても現状に大差はない。名古屋が保守的な地域だからどうしようもないと嘆くとき、例えばどこかに解放された場所があったらどうしようもない事実はなくなるのか。人間の主体的意志が解放された場所をつくりだすのであって、解放された場所が人間の主体的意志を培う
(p.7～)　のではない。どうしようもないからこそ、それに抗しての運動存在の持続が必要であり、し続けなければならない根拠が存在するといえると思う。
男Ｈ：自分の身の周りの状況が上映を主体的にやっていくことの障害としてある。親や子どもを支配し、私物化しているんだ。そのような日常性こそ変えていかなければならないと思う。

男Ｄ：その時何を主体にしているかという支柱が必要である。親が障害児を産んだのは自分の責任だと思っているわけなんだけど、それは国の責任だと思わなければいけないと思う。親が子どもを自分の私物として考えているのは、親が障害者である時、子どもにまで精神的な圧迫を受けさせたくないという“親心”が働く。

横塚：私たちは親との関係でやり合っていかなければならない。親が健全者で子どもが障害者である時、それは子どもにとって迷惑なことだと思う。普通の人が親のエゴをはねのけて自立していくよりも苦労すると思う。しかし、そのことをこそあえてしなければならないんだ。

男Ｄ：生活保護を受けている人は目に見えぬ圧迫がある。親に面倒をみてもらっている人は目に見えた圧迫がある。それをがまんするには非常に困難がある－それをどうはね返すかにある。
横塚：親のそばにいれば、その大きな陰にいて、抹殺されてしまう。親の元から逃げて勝手に結婚する－そういったことを親につきつけていかなければ我々の主体性は守れないし、獲得できない。自分たちの空間をつくっていく努力をしなければいけないと思う。さきほどの人は責任は国が負うものでなければならないといっているが、そうして国の責任だと語っていく時、1人の“個体”として生れあわせた1個の主体としての責任をぼかすことになる。それにだいいち国が責任を負うといったところで障害者一般に対しての申し分け的な責任でしかないわけだ。

(p.8～)　　☆あたりまえだとつきつけよ！☆
男Ｄ：働けない人のための課税がどうしてできないのか。早くそうした措置を講じてほしいと思うのだが。

横塚：そのことにしても誰かにやってもらったり、やってもらうのを期待して待つのではなく、自分自身がとってくる。そうしてそれはあたりまえなんだということをつきつけていく。確かに直接的に金を奪いとるのは難しいが、まず個人でやろうとしなければならないのではないか。
男Ｄ：しかし、国がもっと親へ働きかけてほしい。

横塚：生活保護をとることは世間体が悪い。しかし、それを気にする親があろうと社長があろうととれる。それは自分でやらなければいけない。

男Ｂ：ＣＰの人はどういう生活をしているのですか。

横塚：ここでしゃべっていることが労働である。しかし、社会ではそのことが通用しない。なぜならば、金にならない労働だから、金にもならないことに拘束されるのは、権力にとってそのことが必要であり、そのために拘束している。軽度の障害者は安い労働賃金で常に不安定な立場に置かれている。それは経営者にとって効果的なんだ。社会復帰は社会に出て金をとることだと言われているのだとすれば、施設は社会ではない社会の一部ではないことを認めていることになる。社会復帰をしないもの、できないものは社会人ではないことになる。
[当日話された討論のおおまかをまとめたもの]

(p.9～)
第3次　さよならＣＰ上映委員会結成会議よびかけ

　我々、第2次｢さよならＣＰ｣東海市区上映委員会は、先の7月30日において第3回目のさよならＣＰ上映会をもちましたが、今後もさらに続けて東海地方において上映するだけの意義をこの映画は十分持ちあわせていると思います。そこで第3回目の上映会を終えた現時点で、第2次上映委員会を質的に乗り越えた第3次上映委員会を結成しようと思います。
　

7月30日の上映会が第1・2回目の上映会に比して充実したものであったとしても、それを担ったところの我々第2次上映委員会の質的・量的不十分さは否めません。上映会までに持たれた例会もほとんど事務的打ち合わせに終始し、運動を主体的に担うべきはずの各上映委員間における｢なぜ上映運動を行うのか？｣｢『さよならＣＰ』のつきつけた問題提起とは何なのだ！｣｢我々はそれを受けとめ立ち向かっていくのか！｣といった実質的な話し合いがほとんどかわされなかったというのが実情です。それが上映委員の主体性、持続性の不足という結果を生んだ一因であると思います。
今度新たに結成する上映委員会は単に上映を行うだけの集団としてではなく、各個人の主体性と個々の人間関係を内実としてもった集団としたいと思っています。
　そこで7月17日(木)のＰＭ6：30から第3次上映委員会結成会議をもち、そこにおいて今後の上映委員会のあり方、運動の進め方をある程度煮詰めていくことになりました。場所は集団わっぱの(p.10～)　共同体です。あなたへの参加を呼びかけます。

なお、時間の都合で結成会議に出席不可能な方は、いつでも都合のつく時来てください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3次上映委員会呼びかけ人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜連絡先＞　名古屋市昭和区滝子長14番6号

　　　　　　　　　　　　共同生活体　“集団わっぱの会”

わが意志の主体性としての確立を

生活と運動がよりつよめられ

人と人との関係がよりつよめられうるところの

共同体の創造に求めん

とまどいは、あせりとは、

反権力への意志の強じんさと

自由平等被差別社会を徹底して純粋に求めつづける

理念と

自己の到達している地平

到達しうる“我”の徹底性の欠落
人との関係で生活実体験を築き

より深く障害者個人へと肉迫していくことを。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
(p.11～)　アンケート

(送り先)　｢さよならＣＰ｣上映委員会(名古屋市昭和区滝子町14－6)
○映画｢さよならＣＰ｣に対する感想・意見
○ＣＰ者、障害者の運動についてどう思いますか？
○現代の日本の社会福祉政策をどう思いますか？
○この映画の上映運動をすることについてどう思いますか？
○この映画の今後の上映についての意向

　(どこかで上映したいとか、上映運動に参加したいとか)
○この映画を見ようと思ったきかけは何ですか？

　　　　　　　　　　　　　年齢　　　　職業
72年　10．21　理論合宿　基調　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　さよならＣＰ関西上映事務局

○上映運動の総括

　我々は、7月20日に関西上映実行委員会が結成されて以来、9月末日の解散に至るまで様々な問題にぶつかってきた。その中で我々関西上映実委員会に対する内外の批判をふまえたうえで、ここ2ヶ月余りの上映運動の総括をしたい。

①｢上映運動を通じて、我々がそれまで知ることのできなかった色々な部分(山口君闘争
、しぶや君闘争、西井君問題
、みなまた、スモン、筋ジストロフィー等々)との、戦線拡大とはいえないまでも接触を広めることができた｣

　　つまり、我々は障害者解放に向けての闘いを積極的に担っていこうとする各団体との空間的広がりを勝ち得ることができた。その中で我々は何を成し得たか？未だ、具体的には我々はそれらの団体との通常的な連絡をとってはいない。今日の理論合宿を機に各団体と我々関西上映事務局の関係性を明かにし、現実的に戦線拡大を進めてゆかねばならない。

②｢各団体との空間的広がりにつれて、我々のイメージしてきた障害者解放を我々自身の意識として定着してきたのではないか。｣

　　我々の障害者解放のイメージとは、決して立派な設備の整った施設に収容されている障害者の姿ではない。府中療育所闘争
、八木下学習権闘争、荒木裁判、青い芝の会、等々の活動の中に見られる障害者の世界、つまり障害者の言葉、文化、行為の自立を獲得したところの障害者の姿である。

③｢障害者解放運動と上映運動との自ずの相違にもかかわらず、我々上映実行委員会と外部との団体との間に官僚的な上下関係があるが如く組織的混乱をきたした。｣

　　つまり、上映実行委員会が解散運動の組織的司令部の如き役割を果たすものとしての誤認があった。そのような誤認を招いたことに対して我々の側の大きな責任を感じる。しかし、我々としては上映運動は障害者解放運動のほんの一端でしかないことを十分に認識している。

○現在の我々の立場

　上記のような総括の上に立って、我々は団体組織であった関西上映実行委員会を9月末日でもって解体し、個人加盟の上映事務局に改編された。今や、府中療育所闘争、山口君闘争、西井君闘争はますます強固に大波乱をまき起こしつつある。我々は断固たる態度をあくまで保持し、我々1人1人の大衆性をもってそれらの闘争に巻き込まれ、またまき込まなければならない。

○我々はどのような方向に進むのか

　上のような現実を認識するならば、我々の進むべき道は明確である。我々の障害者解放の闘いとは、障害者の自立過程における闘いであらねばならず、学生onlyのあるいは労働者onlyの闘いであってはならず、また障害者の歴史的位置をふまえたうえでの生活(優生保護法改悪阻止闘争
)、教育(49年養護学校義務化阻止闘争
)全分野における闘いでなければならない。したがって我々は、映画｢さよならＣＰ｣を障害者を一切無視し続けてきた健常者中心の社会に対する強力な武器として、また我々の人間総体に向ける視点の変革を促す映画としてより一層の上映運動を拡大してゆかねばならない。
(注)


� 　重度の脳性マヒ者である山口高秀君は、70年に神戸大学Ｙ教養部長に聴講を願いでたが、何の根拠もなしに｢みてくれが悪いから、教官にとっても学生にとっても授業の邪魔になる｣等の差別発言をした。Ｙは山口君の姉の医学部での身代わり聴講にすりかえることによって、2年間もの間山口君の聴講を独断でもって拒否し続けてきた。本年(72年)5月末日に神戸大教養部で｢山口君の聴講を勝ち取る会｣が結成されて以来、山口君聴講権獲得の闘いが先進的に闘われて来、現在｢山口氏の聴講を支持する市民の会｣も共々に｢山口君の10月無条件聴講を認めよ。｣のスローガンの元に着々と運動は進められている。10月25日の教授会において山口君の聴講の是非が下される。


　　大学当局は70年段階で正式に聴講願いが出されていなかったということのみを理由に山口君側の追求の手から逃げつづけていた。しかし、山口君の聴講手続きに対する知識もさることながら、聴講を単に願い出た段階でＹから簡単にあしらわれ、障害者であるが故の差別を受けていたのである。例え、この10月25日に山口君の聴講が認められたとしても、決して山口君問題は解決しない。単なる聴講権獲得の要求闘争で終わってはならず、真に障害者問題を追及してゆかなければならない。


� 　口頭にて説明


� この闘いは、都立府中療育センターという施設に入所させられた｢障害者｣が、都の差別行政に対して起こした闘いである。府中療育センターからより山奥の多摩更正園へ｢重度身体障害者｣と呼ばれるものを追いやり、府中センターは｢重症児(者)と呼ばれる｢心身障害｣のみの施設として、障害者区別の分類収容による合理化と、障害児(者)を医療研究の名目でモルモットにしようとする行政そのものに対する闘いである。この闘いは以下の6項目のスローガンの元、今なお都庁前座り込み闘争が続けられている。


　①隔離分断政策絶対反対！　②多摩更正園への差別的移転断固阻止！　③民間委託絶対反対！　④｢重度・重症一本化｣粉砕！　⑤すべての人間の脳支配脳研をぶっつぶせ！　⑥｢障害者｣用住宅と介護料をよこせ！


�　われらは、現在社会にあって｢本来あってはならない存在｣とされるＣＰ者として次のことを宣言する。


　　今、国家権力の手で企てられようとしている優生保護法改正案は｢不良な子孫｣の名の下に障害者を胎内から抹殺し去ろうとする行為であり、現在生存している我々ＣＰ者の存在も否定しようとする論理に通じることは明白である。


　　現国家権力のいう｢不良な子孫｣とは社会にあって、生産活動のできない、したがって利潤追求のみを至上とし、労働の力をもって人間の価値を決める体制内社会においては「あってはならない存在」とされる障害者はもとより、およそ権力体制の妨害となる一切の人々、被爆二世、アル中を含む精神障害者、及び精神病質の名で隔離収容を企てている急進思想家等を意味することは疑うべくもない事実である。


　　われらはここに、そうした抹殺の……に基づく、人間の尊厳を無視した優生保護法改正案に断固反対すると共に、障害者が生れることを恐れ、ともすれば障害者の存在を否定しようとする｢親｣に代表され｢健全者｣のエゴイズムこそ国家権力の策動を助挙する以外の何物でもないことと指摘し、これを告発、追求していくことをここに宣言する。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上は｢青い芝｣神奈川連合会発行の“あゆみ”No.16の序文


� 社会は障害者をますます切り捨てる方向に作動する。また、障害者はあるべからざる存在として、健常者社会を安定させるために、すなわち権力にとっての秩序維持のために体系的な切り捨て政策を実施する、というよりも近代社会は、障害者の存在を問うことなしに、拡大、膨張してきた結果、障害者を受け入れる余地が全くなく、障害者に敵対するがゆえに施設増強へと直進する。養護学校義務化も障害者を普通学校から隔離するためのものでしかない。


あとがき


　　福祉の対象として存在していた障害者(例え矛盾だらけの福祉であっても、またわずかな交付金であっても、必要とする障害者の現実生活が一方では存在することを忘れてはならないだろう。障害者の現在の現実とは切り捨て生活か、人知れぬ死かである)は、今歴史創造の主体として登場しつつある。労働者にも切り捨てられてきた障害者こそが、人間総体を問えるという原則を知るならば、我々は決して、働く人々の未来などを夢想しないでおこう。彼らの行為の中にこそ、我々と共同の未来がある。我々が彼らをわからないとするならば、我々こそがわからないという障害を受けていると想い知るべきである。最後に、｢さよならＣＰ｣の主演者である横田弘さんの詩でもって、今回の基調を終わりたいと想います。


　　　暑い夜の想い(個人的な思索として)　横田弘


いま、僕のこころをひとつの情念が流れる。それは暗い海の情念だ。八月の暑さを吸い込んで透き徹った筈の世界はいつか鈍化した風景となって僕のぐるりに……し不確かな思想しかもてない手足にひそかな、しかし冷厳な風化の…れの事実を告げる。考えなくてはならない、僕が僕であることの理由を、考えなくてはならない手足に風化を告げる者の存在の理由を。不確かな思想しかもてない手足の存在の事実を。情念は情念だけでしかないことを考えなくてはならない。考え続けなくてはならない。いま、僕のこころを流れるひとつの情念。それは暗い海の情念。海にただよう死児の…の情念。暑い夜の想いを裂いて、黄金のけものの誕生の作業はたしかなホイッスルのひびきを矢のように伝えるだろう。けれど。


さよならＣＰ上映運動の動き


72年7月20日　『さよならＣＰ』上映実行委員会結成


72年9月17日　討論集会(東淀川勤労センターにおいて)→現在、来阪中の横塚氏をチューターとして、障害者解放問題を多方面から問題を　　　　的に進めていきたい。


72年9月末　　『さよならＣＰ』上映実行委員会解散(『さよならＣＰ』上映事務局にひきつがれる)


73年11月　　　『さよならＣＰ』上映事務局解散(事務所は資料センターりぼん社に引き継がれ、出版活動その他へ)


　　資料：「映画『さよならＣＰ』上映運動の第3期総括」(関西上映事務局、解散、再出発委員会)を参照





『さよならＣＰ』上映状況　　 


72年8月19日　神戸学生センター(関西上映実行委員会主催)


　　　8月20日　神戸学生センター(　〃　　　〃　　　　　)


　　　9月5日　　滋賀県第二びわこ学園(びわこ学園有志)


9月9日　西神戸上映集会：神戸勤労会館　(関西上映実行委員会主催)


　　　9月10日　南大阪上映集会：阿倍野ＹＭＣＡ（　〃　　　　〃　　　）


　　　9月13日　大阪池田大阪教育大学(大阪学芸大学障害者解放研究会)


　　　9月15日　大阪青少年センター(筋ジストロフィーの人々を守る会)　


　　　9月19日　桃谷小学校


　　　9月20日　神戸大学(山口君の聴講をかちとる会、神戸大生協)


　　　9月26日　大東市民会館(大東障害児の学習権を守る教師の会)


9月29日　西宮勤労会館


　　　　　　　　　　………


　　　12月16日　長田公会堂(関西上映実行委員会)


　　　　　　　資料：「『さよならＣＰ』上映ニュース」(72年9月16日)を参照。





73年4月20・21・22日　金沢上映


　　　5月13日　豊中上映：先生と親の会50名位、あまりすっきりしなかった。


　　　5月25日　枚方上映：河野、鎌谷、80名くらい、松井の話聞いていない


　　　5月27日　大阪府大上映(新聞会主催)：伊東、横井、加藤、姫路リボン(高橋、三矢、鎌谷)


　　　　　　　　　残ったのは7名


　　　6月4日　関西大学上映：河野、マーチャン、松井、20名で討論、くだらない


　　　6月10日　神戸リボン結成会


　　　6月22日　関西学院大学上映：鎌谷、河野、9月に延期


　　　6月30日　尼崎市立労働福祉会館(社会福祉労働評議会、兵庫労働者共闘)上映：古井、河野、マーチャン、高橋


　　　9月　　　　梶小上映：河野、50名、まあふつう


　　　10月6日　スズラン台上映：三矢、マーチャン、松本、ガキがうるさい、討論は活発


　　　　　　　　　　　　　　　　　ええことづくめ→報告者はいっていない


　　　10月21日　ボラ上映：伊東、溝田、広田、80名、討論はおなじみ、謙虚な態度がない


　　　10月24日　豊中上映：先生20名、養護学校に、意見が集中


　　　11月1日　　教育大上映：松井、三矢、6から9名、なんちゅうこともない


　　　11月4日　　福井高専：三矢、30名、討論活発、原則論


　　　11月11日　　市立高校上映、高橋、河野、松井


　　　11月19日　和歌山大学：三矢


　　　11月20日　和歌山大学医学部


　　　資料：「事務局点信」No.9(73年3月)～No.47(73年11月)（さよならＣＰ関西上映事務局)を参照。
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